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No. 44 ノヽ

とんくりを拾って

むらおこしに一役

＝町内の各小学生 ＝

／壬

肱川町森林組合が小学生の協力でどんぐりを集め、苗を育てはじめてから 15年に なり

ますが、最初の分はもうシイタケの原木として利用されるまでにし成長しました。

今年も町内各校全児童 (29 3人）から 1個2円で買上げられ、合計では465,638個

（昨年127,802個）集まりました。

このどんぐりは、袋のまま池に浸けておき来春2月頃、道野尾の苗圃へ播かれ、

2年すると苗木として各農家へ出荷されます。

〔写真：どんぐりの集った大谷小学校〕
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人 口

男

女

世帯数

3,739人 (+4)

1, 8 1 5人 (+3)

1,924人 (+1)

1,053品（＋ 1)

（昭和61年10月31日現在）
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領。前細 〇 (2)
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肱川町 「財政事情」の作成及び公表

に関する条例の規定により昭和60年度

の財政事情についてつぎのとおりお知

らせします。

昭和61年10月30日

肱川町長大野 和

繰越金 52,872千円(2.1%) 

財産収入 44,308千円(1.8%)

寄附金 739千円(-)

地方譲与税 19,379千円(0.8%)

謹庫取得税交付金 13,045千円(0.5%)

分担金・負担金 12,785千円(0.5%)

使用料・手数料 34,873千円(1.4%)

諸収入 13,494千円(0.5%)

一般会計決算状況

町税

128,033千円

(5.1%) 議会費 36,168千円(1.5%)

町債

地方交付税

877,209千円

(34.8%) 

災害復旧費

54,404千円

(2.2%) 

民生費

631,676千円

(26.0%) 

国庫支出金

434,794千円

(17.3%) 

農林水産費

562,149千円

(23. 1 %) 

商工費

14,661千円

(0.6%) 

衛生費 46,176千円

(1.9%) 

|」三決算状況J
" . •. :．""'-..ー可． 」；一●9創 999999...--99999」.．

老人保険 住宅新築資金貸付‘

歳入 171, 811千円

歳出 174,099千円

差引 △2,288千円

入

出

引

歳

歳

差
‘
 

3,185千円

3,056千円

129千円

簡易水道

歳入 29,148千円

歳出 28,627千円

差引 521千円

国民健康保険

歳入 292,628千円

歳出 269,934千円

差引 22,694千円



(3)領ば凡延）

町有財産の状況

【土地】

●宅地等 548, 104111 
•山林 623,86師
【建物】 24,561111 
【有価証券】 244,510円
【出資金】 3,734,000円

【基金】

●財政調整基金

200,000,000円
•その他 52,326,538円

こ町民の負担と支出
一~を、 9 9 環 f・且―しふ ― ~’ 

（人口61.3.31現在 3,752人）

（町税収入
128,033千円）

※町民1人あたり

3万4千円

｀ 

※町民

1人あたり

67万2千円

支

26億6,939万円

町民1人当たり町債額

71万1千円

出

固 IB 0 
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•
川

l歳出の性質別分類

普通建設事業

1,423,026千円

(58.5%) 

、L
u
-

物件費

130,226千円

(5.3%) 

補助費

101,190千円

(4.2%) 
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(1.6%) 
I 

積立金 15,000千円(0.6%)

繰出金 21;157千円(0.9%)

投資出資金 2,289千円(0.1%)

町民運動場に完成した農業者

トレーニングセンター



⑮。前埠 匈 a 〇 (4)

十
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
二

日
間
、
東
京
都
代
々
木
公
園
で
「
ま

ち
と
む
ら
の
交
流
大
会
」
が
催
さ
れ
、

肱
川
町
も
、
農
林
産
物
の
展
示
即
売

と
郷
土
芸
能
の
部
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
町
等
が
本
年
度
、
国

よ
り
指
定
を
受
け
実
施
し
て
い
る

「
都
市
農
村
交
流
促
進
事
業
」
の
中

の
「
宣
伝
普
及
事
業
」
の
ひ
と
つ
で
、

全
国
五
十
六
市
町
村
が
参
加
、
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
は
、
農
林
産
物
展
示
即
売
に

「
く
り
」
三

0
0
遮
「
ゆ
ず
」
一

ookgの
他
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
製

造
の
「
よ
も
ぎ
か
り
ん
と
う
」
他
加

工
品
も
多
く
持
参
し
ま
し
た
。

販
売
は
二
十
五
日
（
土
）
、
二
十

六
日
（
日
）
の
両
日
で
、
東
京
地
区

まちとむらの交流大会に参加

東京代々木公園で 10月25日～26日

肱
川
会
の
山
下
和
江
さ
ん
や
河
野
圭

一
さ
ん
、
そ
し
て
小
薮
に
別
荘
を
建

て
お
ら
れ
る
千
葉
県
麗
沢
大
学
の
ギ
ャ

ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク
先
生
の
奥
さ
ん

達
の
応
援
も
受
け
大
い
に
繁
盛
い
た

し
ま
し
た
。

く
り
と
ゆ
ず
は
二
日
目
の
午
前

中
に
は
売
切
れ
、
よ
も
ぎ
か
り
ん

と
う
も
二

0
0袋
を
売
り
切
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
ゆ
ね
り
、
ふ
き

の
佃
煮
、
し
い
た
け
等
も
大
半
が

売
れ
ま
し
た
。
く
り
は

3
L
を
販

売
し
ま
し
た
が
、
他
町
村
が
持
参

し
た

2

L
級
に
比
べ
、
品
質
も
良

く
、
見
映
え
が
す
る
の
で
他
町
村

の
売
れ
ゆ
き
が
悪
い
中
で
早
々
に

売
り
切
れ

「
肱
川
栗
」
の
宣
伝
効

果
は
大
き
か
っ
た
事
と
思
う
と
共

に
、
や
は
り
品
質
の
良
い
も
の
は

売
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ

花の都で熱演する大谷の六ツ鹿踊り

一.----―― 高級品をそろえ試食で人気を集めた肱川栗

ま
し
た
。「

六
つ
鹿
踊
り
も
健
闘
！
」

郷
土
芸
能
は
全
国
十
一
市
町
村
か

ら
太
鼓
や
神
楽
が
参
加
、
当
町
か
ら

は
大
谷
三
島
神
社
の
六
つ
鹿
踊
り
が

参
加
し
ま
し
た
。

六
つ
鹿
踊
り
は
、
二
十
六
日
（
日
）

の
午
後
二
回
出
演
し
好
評
で
し
た
。

観
客
の
中
に
は
町
出
身
者
の
方
も

多
く
見
え
、
わ
ざ
わ
ざ
子
供
に
故
郷

の
鹿
踊
り
を
見
せ
た
い
か
ら
と
来
ら

れ
た
方
も
あ
り
、
一
同
感
激
い
た
し

ま
し
た
。
又
、
出
演
後
に
行
わ
れ
た

子
供
達
の
網
引
き
大
会
に
は
、
そ
の

ま
ま
の
姿
で
応
援
に
駆
け
つ
け
子
供

達
を
喜
こ
ば
し
ま
し
た
。

「
む
ら
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
中
野
小
学
校
児
童
の
ド

ン
グ
リ
や
ク
リ
の
イ
ガ
等
に
手
紙
を

添
え
た
も
の
を
持
参
、
都
市
の
子
供

達
に
手
渡
し
ま
し
た
。
都
市
と
農
村

の
子
供
達
が
文
通
を
通
し
て
理
解
し

ヽ

合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

永
く
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。二

日
間
の
大
会
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
都
市
の
人
達
と
の
交
流
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
市
町
村
の
産
物
等
に

接
し
、
肱
川
も
「
並
み
」
の
部
に
は

京
阪
神
地
区
肱
川
会
総
会

十
月
十
九
日
淀
川
会
館
で

十
月
九
日
、
大
阪
淀
川
会
館
で
京
総
会
は
、
行
事
報
告
、
役
員
改
選

阪
神
地
区
肱
川
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
等
が
協
議
さ
れ
た
後
、

肱
川
か
ら
の

中
野
会
長
以
下
四
十
七
名
が
出
席
。
ビ
デ
オ
に
よ
る
“
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
”

当
町
か
ら
も
冨
永
助
役
、
今
宮
農
委
を
放
映
し
、
な
つ
か
し
い
故
郷
の
風

会
長
等
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
景
に
一
段
と
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

又
、
会
に
先
立
ち

肱
川
町
の
特
産
品
の

即
売
も
行
わ
れ
、
た

ち
ま
ち
に
し
て
売
り

切
れ
好
評
で
し
た
。

当
町
か
ら
の
一
行

は
、
当
日
午
前
中
に

大
阪
十
一
二
駅
で
特
別

町
民
募
集
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し

都
市
の
人
達
が
一

人
で
も
多
く
肱
川
を

第
二
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
選
ん
で
も
ら
い

た
い
と
願
い
な
が
ら

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一

人
一
人
手
渡
し
ま
し

淀川会館で開かれた総会

居
る
と
自
信
を
持
っ
た
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
益
々
都
市
と
の
関
わ
り

が
深
く
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

も
是
非
参
画
す
る
心
構
え
を
持
っ
て

お
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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川に入って見つけた生物をビンにいれる児童たち

［函噂

秋
風
が
川
面
を
吹
き
抜
け
る
十
月

十
七
日
、
中
野
小
学
校
前
の
肱
川
本

流
で
中
野
小
五
年
生
に
よ
る
水
生
生

物
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
川
に
生
息
す
る
水

生
生
物
を
採
取
し
、
そ
の
生
物
の
種

類
や
数
で
水
の
汚
れ
具
合
を
調
べ
よ

う
と
、
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議

会
の
本
年
度
事
業
と
し
て
町
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
少
し
肌
寒

さ
を
感
じ
る
日
で
し
た
が
、
午
後
一

時
―
―
―
十
分
、
中
野
小
五
年
生
二
十
五

人
全
員
と
先
生
、
町
教
育
委
員
会
、

保
健
衛
生
係
の
総
勢
三
十
人
が
河
原

に
集
合
し
ま
し
た
。

調
査
に
先
立
ち
、

教
育
委
員
会
の
中
野

学
校
教
育
課
長
か
ら

川
の
し
く
み
や
役
割

り
、
水
の
大
切
さ
に

つ
い
て
話
が
あ
り
、

続
い
て
能
仁
教
頭
先

生
か
ら
調
査
方
法
と

調
査
に
つ
い
て
の
注

意
を
受
け
た
あ
と
、

係
か
ら
調
査
用
具
の

使
い
方
の
説
明
を
受

け
、
さ
っ
そ
く
四
班

に
分
れ
て
川
に
入
り

調
査
を
開
始
し
ま
し

こ。f
 水

温
は
十
八
度
で
し

た
が
、
太
陽
の
軟
ら

か
な
日
ざ
し
を
受
け

な
が
ら
子
供
た
ち
は

班
ご
と
に
決
め
ら
れ

中
野
小
五
年
生
が
川
の
汚
れ
具
合
を
調
査

た
場
所
に
陣
取
り
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、

ワ
イ
ワ
イ
の
歓
声
を
飛
ば
し
な
が
ら

楽
し
そ
う
に
生
物
を
採
取
し
て
い
ま

し
た
。生

物
採
取
は
水
深
四
十
丑
ン
ぐ
ら
い

の
平
瀬
の
小
石
を
裏
返
し
な
が
ら
採

取
し
ま
す
が
、
十
月
中
旬
で
水
温
が

下
が
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
カ
ゲ
ロ
ウ

類
は
す
で
に
成
虫
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
や

ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
、
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム

シ
、
カ
ワ
ト
ン
ボ
（
カ
ワ
ム
カ
デ
）

な
ど
の
幼
虫
が
た
く
さ
ん
お
り
、
子

供
た
ち
は
こ
れ
ら
の
生
物
を
次
々
ピ

ン
セ
ッ
ト
で
は
さ
み
な
が
ら
採
取
ビ

ン
に
集
め
ま
し
た
。

午
後
二
時
五
十
分
、
一
時
間
余
り

に
よ
る
調
査
を
終
了
し
た
あ
と
、
河

原
に
上
が
っ
て
採
取
し
た
生
物
を
虫

メ
ガ
ネ
な
ど
を
使
っ
て
種
類
別
に
分

類
し
、
各
班
ご
と
に
記
録
用
紙
に
ま

と
め
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
、
や

は
り
ト
ビ
ケ
ラ
類
が
多
く
、
水
質
階

級
の
判
定
で
は
、
少
し
汚
れ
た
水
に

住
む
生
物
が
い
た
も
の
の
、
今
の
と

こ
ろ
肱
川
の
水
は
き
れ
い
な
水
と
の

結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
能
仁
教
頭
先
生
の
講
評

が
あ
り
、
肱
川
に
い
る
生
物
の
名
前

や
、
七
月
頃
橋
の
け
い
光
灯
に
群
が

る
カ
ゲ
ロ
ウ
の
話
が
あ
り
、
続
い
て

平
田
校
長
先
生
か
ら
「
生
物
の
中
に

私
と
同
じ
名
前
の
生
物
（
ヒ
ラ
タ
カ

ゲ
ロ
ウ
・
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
）
が
お

り
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
今
日
の
調
査
で
見
か
け
た
生
物
た

ち
が
い
つ
ま
で
も
住
め
る
よ
う
、
皆

な
お
こ
の
調
査
は
‘
-
―
―
月
中
旬
に

も
同
じ
場
所
で
二
回
目
の
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
二
日
、
松
山
地
区
肱
川
会
キ
ロ
の
栗
を
下
げ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

一
行
五
十
名
が
来
町
、
栗
ひ
ろ
い
と
美
味
し
い
栗
ご
飯
等
が
出
来
た
こ
と

鹿
野
川
湖
遊
覧
を
楽
し
み
ま
し
た
。
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
当
町
と
肱
川
会
が
ふ
る
そ
の
後
、
鹿
野
川
湖
遊
覧
、
栗
ご

さ
と
ツ
ア
ー
と
し
て
企
画
、
会
員
に
飯
の
昼
食
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
見

呼
び
か
け
た
も
の
で
、
一
行
は
当
日
学
、
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
で
土
産
を

朝
八
時
に
松
山
を
出
発
、
十
時
か
ら
買
っ
て
午
後
―
―
一
時
松
山
へ
と
帰
路
に

小
薮
の
栗
圏
で
栗
ひ
ろ
い
を
行
い
ま
着
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
松
山
地
区

し
た
。
大
ぎ
く
、
良
質
の
栗
に
感
嘆
と
は
い
ろ
ん
な
形
で
交
流
を
進
め
た

の
声
が
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

.i"自
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ん
な
で
川
の
水
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
ァ

J

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

・

そ
し
て
最
後
に
、
全
員
で
肱
川
の

水
を
汚
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
合
っ
て

調
査
を
終
え
ま
し
た
。

ふるさとの山で栗ひろい
松山地区肱川会から50名

拾った栗は即売のはかりにかけて土産に…
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レントゲン車内で胸部を撮影

「
結
核
」
と
い
う
と
昔
の
病
気
で

今
で
は
ご
く
僅
か
の
患
者
し
か
い
な

い
と
考
え
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

確
か
に
、
戦
前
、
戦
争
直
後
の
結

核
が
ひ
ど
か
っ
た
こ
ろ
に
比
べ
る
と

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
改
善
さ
れ
ま

し
た
。
統
計
的
な
数
字
を
見
て
も
、

新
し
く
登
録
さ
れ
る
患
者
数
が
、
昭

和
―
―
―
十
六
年
に
は
約
五
十
九
万
人
で

あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
十
九
年
に

は
約
六
万
一
千
人
に
、
ま
た
結
核
に

よ
る
死
亡
者
数
で
は
、
最
も
多
か

っ

た
昭
和
十
八
年
の
十
七
万
人
に
対
し
、

今
で
は
五
千
人
と
な
り
、
率
に
し
て

三
十
四
分
の
一
に
減
り
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
結
核
は
ま
だ

片
づ
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

全
国
で
毎
年
六
万
人
が
発
病

ゼ
ロ

結
核

0
へ
の
願
い
を
こ
め
て

本
町
で
国
の
特
別
事
業
を
実
施

れ
ど
こ
ろ
か
化
学
療
法
が
進
歩
し
た

現
在
で
も
毎
年
約
五
千
人
の
方

々
が

結
核
で
死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。

次
に
、
肱
川
町
の
結
核
状
況
を
見

る
と
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
の
受

診
率
で
は
六
十
年
度
が
六
十
一
・
三

％
で
大
洲
保
健
所
管
内
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
で
も
ト
ッ

。
フ
ク
ラ
ス

で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
結
核

に
対
す
る
認
識
が
深
く
、
毎
年
の
定

期
検
診
を
多
く
の
方

々
が
受
診
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

し
か
し
、
受
診
率
が
高
い
反
面
、

結
核
登
録
者
数
（
保
健
所
に
登
録
さ
れ

て
い
る
結
核
患
者
数

）
も
十
八
人
と

管
内
で
一
番
多
く
、
ま
た
新
規
登
録

者
数
（

そ
の
年
に
発
見
さ
れ
る
患
者

肱
川
町
は

全
国
平
均
以
上
の
登
録
者
数

ま
た
ま
だ
目
を
離
せ
な
い
結
核

数
）
で
も
、
昭
和
六
十
年
度
が
三
人

と
人
口
に
対
す
る
登
録
者
数
は
、
管

内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
c

〔図

l
〕
及
び

〔図

2
]
参
照

特
に
、
患
者
の
年
齢
構
成
を
見
て

も
高
齢
者
が
多
く
、
し
か
も
感
染
性

患
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
へ

の
感
染
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
肱
川
町
で
は
、
結
核
を
早

期
発
見
す
る
た
め
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
検

診
の
受
診
勧
奨
を
は
じ
め
、
す
で
に

結
核
患
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
早
期
治
療
を
促
す
一
方
、

経
過
観
察
の
た
め
の
定
期
検
診
（
大

形
レ

ン
ト
ゲ

ン
撮
影
）
や
結
核
菌
が

出
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
タ

ン
検
査
の
ほ
か
、
保
健
婦
に
よ
る
家

庭
訪
問
指
導
を
行
っ
て
結
核
予
防
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
別
対
策
事
業
の
指
定
を
受
け

一

さ
ら
に
予
防
対
策
を
強
化

国
で
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い

る
定
期
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
）

の
ほ
か
、
人
口
に
対
し
て
結
核
患
者

の
多
い
地
域
を
選
び
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
、
住
民
の
自
主
的
な
協
力
と

創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
受
診
率
の

向
上
を
図
り
、
重
点
的
な
予
防
措
置

を
講
ず
る
た
め
の
結
核
予
防
特
別
対

策
事
業
を
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
肱
川
町
が
そ

の
指
定
を
受
け
て
結
核
予
防
の
た
め

の
各
種
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
事
業
主
体
で
あ
る
大

本
事
業
の
主
な
内
容

0
結
核
予
防
を
促
進
す
る
た
め
の
啓

発
事
業

●
広
報
活
動
（
広
報
紙
、
無
線
放

送
、
懸
垂
幕
）

●
結
核
予
防
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

・

標
語
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等
啓
発
資

料
の
作
成
・
配
付

●
結
核
予
防
に
関
す
る
各
種
講
習

会
の
開
催

●
相
談
窓
口
の
開
設

．

0
重
点
的
検
診
を
実
施
す
る
た
め
の

事
業

洲
保
健
所
と
肱
川
町
共
催
で
次
の
事

業
を
一
＿
一
年
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

登

20 

録
15 

5
 

、ヽノ

数

人
（
 

●
未
受
診
者
の
受
診
勧
奨

●
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
強
化

唖
そ
の
他
結
核
撲
滅
の
た
め
の
事
業

●
ね
た
き
り
老
人
等
、
歩
行
が
困

難
な
人
、
又
は
呼
吸
器
症
状
を
有

す
る
方
（
原
則
と
し
て
五
十
歳
以

上
の
方
）
を
対
象
と
し
た
タ
ン
検

査●
間
接
フ
ィ
ル
ム

(
1
0
0`

v

リ
〗
J
v
)

の
経
年
比
読
影

●
X
線
フ
ィ
ル
ム
の
精
度
管
理

●
乳
幼
児
の
B
C
G
接
種
評
価

●
結
核
ま
ん
延
状
況
調
査

、

9
ー

／一

乳
幼
児
・
小
中
学
生
の
ッ

反
結
果
の
分
折

‘‘ーに

過
去
五
年
間
の
住
民
検
診

の
結
果
の
整
理
（
結
核
個
人
台
帳

者 10

（図1) 結核検診状況と登録者数の推移（肱川町）

[IIll]登録者数

にコ新規登録者数
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（図2) 大洲保健所管内における結核まん延状況
の
整
理
保
存
）
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な
お
、
初
年
度
に
あ
た
る
六
十
一

年
度
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
結
核

予
防
の
啓
発
活
動
を
重
点
に
行
う
一

方
、
ね
た
き
り
老
人
等
で
歩
行
困
難

な
人
、
ま
た
、
呼
吸
器
症
状
を
有
す

る
五
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

タ
ン
検
査
を
行
い
、
そ
の
他
の
事
業

に
つ
い
て
は
六
十
二
年
か
ら
順
次
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
定
期
検
査
の
受
診
を

結
核
は
昔
の
病
気
と
考
え
ず
、
町

が`
毎
年
実
施
し
て
い
る
結
核
レ

ン
ト

ゲ
ン
検
診
を
必
ず
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

肱川 大洲 長浜 内子 五十埼 河 辺

セ
キ
や
タ
ン

が
続
い
て
も
、
風
邪

を
こ
じ
ら
せ
た
と
考
え
、
い
つ
ま
で

も
医
師
に
か
か
ら
ず
に
い
れ
ば
、
結

核
に
か
か
っ
て
結
核
菌
を
ば
ら
ま
き

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

．一

人
一
人
が
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

結
核
は
ま
だ
ま
だ
楽
観
は
決
し
て

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
結
核
撲
滅

へ
の
対
策
を
見
直
し
、
更
に
そ
の
充

実
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
結
核
に

つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
＜

一
方
、
本
事
業
の
趣
旨
を
十
分
ご
理

解
い
た
だ
き
、
肱
川
町
か
ら
結
核
を

無
く
し
、
健
康
で
明
る
い
町
に
な
る

よ
う、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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率率での肱 にた 風 相 納療治者でそ費けケ
をです医川医 ◎ も医邪肱当め風費 癒 さ た す の の そ た ガ だ ◎ 
大す゜療町療 ど な療だ川する邪がまんと゜医総のこ等れ ‘‘ 
きか毎費の費 ん る費と町る国をかでにえ 療額 時と でで た
くら 年 の 昭 は ど かは思の金保ひるにかば の が に が ー も か
上‘約伸和毎 ん ら一わ国額税いと約か‘ 額い自あ度こばが
回自 七び 五年 上 お件れ保にのたい五る風 をく分るやれかカ
る分％は七増 昇 ど 約 る で な ー 分わ‘と邪 知 らがと二ま にゼ
も達か 次年え す ろ 七 治 み り ケ のれ 0‘ を るだか思度でで'’
ののら表か続 る き‘療たま月医ま〇あひ こっかいはにきだ
で所八のらけ 医 ま 0 に一す分療す〇るい とたつま診‘なと
す得 ％ と六て 療 す 0 か年゜以費 ゜ 円 程 て ものたす療病い
゜ののお 十お 費 ゜0 か 間 上は の度お 大か医゜を気
伸伸り年り 円 つのに‘医の 医切 ‘療 受や

1人が1年に使った

医療費
◎

一
人
が
＿
年
に
使
っ
た
医
療
費

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
の
中
で
も
、
自
分
は
健
康
だ
か
ら

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
そ
の
人

達
も
含
め
て
六
十
年
度
一
年
間
に
一

人
が
約
十
四
万
九
千
円
の
医
療
費
を

使

っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
1
8
.439fI:I 

1
0
6
.9
0
0
F
J
 

◎
病
類
別
の
医
療
費
を
見
る
と

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
三
分
の

二
が
成
人
病
と
い
わ
れ
る
程
、
世
は

ま
さ
に
成
人
病
時
代
で
す
。

肱
川
町
に
お
け
る
病
類
別
の
医
療

医療費の伸び

◎
受
診
の
記
録
を
し
よ
う
。

その時にかかった医療費の総

額がいくらだったか、自分の医

療費を知ることも大切です。

国民健康保険の理解を深め、

自分の健康管理にも役立つよう

に、医療機関名、病名、金額な

どを記録します。

国民健康保険で診療を受ける

と、あなたが窓口で―――割支払い

（退職者医療の人は二割）残り

の七割（退職者医療の人は八割）

をたすとその時の医療費の総額

となります。

国民健康保険ではあなたにか

かった医療費についてお知らせ

する「医療費通知」を行なうこ

とがあります。

あなたの受診記録と照合して

いただくとともに、支払いを始

めとする制度の仕組と財政事情

への理解を深めていただきたい

ものです。

病 類 別 件数 医療費

循環器系疾患 3,915 件 93,132 秤

消化器系 ／I 3,090 57,459 

新生物 ／I 178 32,740 

筋骨格 ／I 1,718 27,775 

泌尿、生殖器／I 658 25,704 

祖蚤感覚器／I 1,548 23,348 

精補漉害 ／I 296 22,372 

呼吸器 ／I 2,498 18,566 

費
を
上
位
か
ら
見
る
と
次
表
の
と
お

り
で
、
成
人
病
類
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。
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最優秀賞の水池さん

水
池
さ
ん
が
最
優
秀
賞

県
代
表
で
全
国
大
会
へ

ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル

有
線
放
送
等
放
送
業
務
担
当
者
の

第
二
十
七
回
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
愛
媛
県
、
県
有
線
放
送
等
連

絡
協
議
会
主
催
に
よ
り
、
十
月
二
十

八
日
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
送
担
当
者
に
必
要
な
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
知
識
及
び
技
能
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
コ
ン
ク
ー

、
ル
に
は
、
県
下
で
放
送
施
設
の
あ
る

役
場
、
農
協
か
ら
女
性
十
一
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
町
か
ら
初
出
場

の

水
池
江
美
さ
ん
は
最
優
秀
、
金
野
た

み
子
さ
ん
は
優
秀
賞
に
入
賞
し
、
水

池
さ
ん
は
十
一
月
二
十
六
日
の
東
京

農
林
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
に
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク

ー
ル

は

一
人
ず
つ
が
、
審
査

室
入
場
五
分
前
に
渡
さ
れ
た
原
稿

（
成
人
病
予
防
を
啓
発
す
る
内
容
、

句
読
点
な
し
）
を
読
む
ス
ク
リ
プ
ト

朗
読
と
、
用
意
さ
れ
た
放
送
メ
モ

（
国
際
観
光
、
ソ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

連
絡
事
項
の
み
）
を
原
稿
に
作
成
し

て
放
送
す
る
解
読
放
送
の
二
種
類
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
は
、

N
H
K
、
南
海
放
送
、

愛
媛
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
等
五
人

に
よ
り
、
原
文
の
理
解
力
、
表
現
力
、

書
き
か
え
能
力
、
伝
達
能
力
、
音
声

を
総
合
点
数
で
採
点
し
て
行
わ
れ
、

水
池
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
成
果
を
落
ち

着
い
て
発
揮
し
こ
の
栄
冠
に
輝
き
ま

こ。

し
f

展と と観だ併 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

圃 示 覧くせ大
自 ! 作 - ＜ た ‘ 洲1 ・・

ミム 、品ろきだめ地消恒：：
：防尖の大役 あなたが主役

届i さ次域防 例：： 火の用心• 7つのポイント
大大昭いの住署

労 ！ ‘洲、洲 61 °と民で の各 1 寝たばこやたばこの投げ捨てをし
大山 日 市市年 おのは_, ：： ない

田口
で ： ・農 1'1 り皆 ‘ 

．．き ！夏尺喜 防さ全

防 ：： 2 子供は，マッ チやライターで遊ば

火ん国 尖 t せない

神西彰 ： 郡コ日 ポにー ポ：： 3 風の強いときは，たき火をしない

井田 内 l ！ ス 防 斉 ス：： 4 天ぷらを揚げるときは，その場を、各． ； のフ゜11 夕火に

議沖
t 各大月 1 に 行 夕：： 離れない

>:: ：喜／員野 ［ ；〗胄 胃9i; 喜5 〗:：｀日：：／：：一：もの：： ／ 

〈 れ西〉

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
は
、

去
る
十
月
八
日
、
高
知
市
に
お
い
て

議
長
・
職
員
研
修
を
開
き
、
そ
の
席

上
、
肱
川
町
の
山
口
清
政
議
員
（
五
期

目
）
が
、
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
喜
多
郡
町
村
議
会
議
員
大
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従
来
か
ら
強
力
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
交
通

事
故
死
傷
者
数
の
増
加
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
効
用
に
よ
り
、
十
一
月
一
日

か
ら
全
て
の
道
路
で
着
用
が
義
務
づ

け
ら
れ
違
反
し
た
場
合
は
行
政
処
分

を
う
け
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

運
濯
者
及
び
助
手
席
同
乗
者

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な

｀
か
っ
た
場
合
、
そ
の
運
転
者
は

行
政
処
分
点
数
一
点
が
付
加
さ

れ
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は
「
面

倒
だ
か
ら
」
「
窮
屈
だ
か
ら
」

と
考
え
ず
自
分
の
安
全
の
た
め

正
し
い
着
用
を
実
行
し
て
下
さ

、。し
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
効
果

①
被
害
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
運
転
姿
勢
を
正
し
く
保

ち
、
動
体
視
力
が
向
上

し
ま
す
。

疲
労
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

安
全
意
識
を
向
上

さ
せ
ま
す
。

④
 

③
 

シートベルトの正しい着用方法
シートベルトは，子供や高齢者にも無理なく，手軽に着用でき

るようになっています。しかし，せっかくシートベルトをしてい

ても，正しく着用していなければ十分な効果は発揮されません。

肩ベルトは肩から外れず，また首に

あたらず肩の中央付近にくるように

締める。

※肩ベルトは，胸の部分にこぶしが入

二る程度のゆるみがあってよい。

ベルトはねじれないように。/／9 腰ベルトは腹にかからないように。

し/
ヘ ・ ※シートに深く腰をかける。

※腰ベルトは骨盤を巻くようにし，こ•.. ぶしの入らない程度に締める。

バックルは“カチッ”と音がするま

で確実に締める。

0

運
転
者

①
後
退
す
る
と
き
。

②
著
し
く
座
席
が
高
い
か
又
は

着
用
が
除
外
さ
れ
る
主
な

場

合

十
一
月
一
日
か
ら

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に

点
数
制
度
を
適
用
／
．

低
い
こ
と
等
に
よ
り
、
適
切

な
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
で

き
な
い
者
。

③
疾
病
等
の
た
め
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
装
着
す
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
者
。

④
緊
急
自
動
車
等
の
特
殊
な
業

務
に
従
事
す
る
者
等
。

0

同
乗
者

右
の
②
ー
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
を
助
手
席
に
乗
せ
た
場
合
等
。

よもぎうどん詰合せ (3009X3束） ¥1,500

梅
」-9 -― 一 凰 g) ¥ 2,700 

入り）

) ¥ 1,500 

肱
川
町
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

に
特
別
町
民
制
度
を
発
足
し
、
町
の

特
産
品
を
特
別
町
民
の
皆
さ
ん
に

「ふ
る
さ
と
の
香
り
」
で
年
四
回
お

届
け
し
て
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
川
上
商
工
会
の
村
お
こ

し
事
業
で
特
産
品
の
詰
合
せ
セ
ッ
ト

等
の
意
匠
が
肱
川
流
域
の
自
然
現
象

で
あ
る
「
肱
川
お
ろ
し
」
の
イ
メ

ー

ジ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
素
晴
し
い
デ
ザ

イ
ン
に
出
来
上
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次

の
特
産
品
を
お
歳
暮
用
品
と
し
て
、

年
末
に
売
り
出
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
！
今
年
の
お
歳
暮

は
、
肱
川
の
特
産
品
で
ま
と
め
て
み 二

お
歳
暮
に
ど
う
ぞ

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

，
 

ま
せ
ん
か
。
都
会
の
親
戚
・
知
人
・

友
人
に
こ
れ
ら
の
特
産
品
を
宅
配
便

で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
産
品
は
、
単
品
で
又

は
セ

ッ
ト
物
に
ご
自
由
に
組
合
せ
て

い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

次
の
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
、
お

気
に
入
り
の
品
を
ご
注
文
下
さ
い
。

な
お
現
物
は
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に

展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
っ

て
下
さ
い
。
又
、
他
の
特
産
品
も
色
々

と
り
そ
ろ
え
て
皆
様
の
お
こ
し
を
お

待
ち
し
て
お
ま
す
。

宅
配
便
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
送

料
を
別
途
に
頂
載
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

※
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

T
E
L

（
三
四
ー
ニ
ニ
四
四
）
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第二次「系統生活購買事業墓本構想」について

肱川農協で行なわれた「1日生活」

組
合
員
農
家
を
と

り
ま
く
生
活
環
境
は
、

高
令
化
、
混
住
化
、

更
に
進
展
す
る
国
際

化
、
高
度
情
報
化
社

会
の
到
来
を
基
調
に

激
変
し
て
い
ま
す
。

今
後
を
展
望
す
る

時
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
農
村
の
生
活
環

境
は
、
急
激
に
変
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
こ
れ
ら
に
対
処

す
る
た
め
、
第
二
次

系
統
生
活
購
買
基
本

構
想
に
参
画
す
る
こ

と
と
し
、
さ
る
十
月

二
十
九
日
、
「
一
日

生
活
」
を
開
き
ま
し

た
。
農
協
か
ら
、
組

合
長
、
専
務
、
各
課

長
等
、
十
三
名
、
経

済
連
か
ら
、
参
事
、

関
連
部
長
等
、
十
一

名
の
参
加
の
も
と
に
、
今
後
、
三
ケ

年
の
生
活
活
動
に
つ
い
て
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
五
つ
の
基
本
的
な
、
活

動
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
組
合
員
の
生
活
防
衛
、
安
定
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
購
買
事
業
の

質
的
、
量
的
な
拡
大
を
進
め
る
。

②
く
ら
し
に
密
着
し
た
共
同
購
入

運
動
を
進
め
組
合
員
の
生
活
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。

③
組
合
員
参
加
の
も
と
に
、
く
ら

し
と
健
康
を
守
る
運
動
を
展
開
す
る
。

④
地
域
社
会
に
マ
ッ
チ
し
た
農
協

ら
し
い
店
舗
開
発
を
図
る
。

⑤
レ
ク
レ
イ
シ
ョ
ン
活
動
、
心
を

豊
か
に
す
る
生
活
文
化
活
動
を
図
る
。

以
上
、
基
本
的
な
目
標
の
も
と
に
、

「
万
人
は
一
人
の
た
め
に

一
人
は
万
人
の
た
め
に
。
」

協
同
運
動
の
理
念
に
邁
進
す
る
こ
と

と
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

県
下
の
農
協
で
は
、
全
役
職
員
総

動
員
体
制
で
一
斉
に
年
末
特
別
金
融

推
進
運
動
を
展
開
中
で
あ
り
ま
す
。

農
業
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は
予
想

以
上
に
厳
し
さ
を
増
し
、
農
協
金
融

事
業
も
、
金
融
自
由
化
の
本
番
を
迎

え
こ
れ
又
一
段
と
厳
し
い
情
勢
下
に

有
り
ま
す
。

今
こ
そ
農
協
は
、
地
域
に
密
着
し

た
金
融
機
関
と
し
て
、
資
金
量
の
増

大
と
総
合
取
引
推
進
を
役
職
員
一
体

と
な
っ
て
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

◎
年
末
貯
金
目
標

県
下
農
協
貯
金
九
、
四
二
三
億
円

信

連

貯

金

七

、

九

一

八

億

円

肱
川
農
協
貯
金
一
二
四
億
五
千
万
円

◎
重
点
推
進
事
項

0

積
立
貯
金
増
強
運
動

0

ボ
ー
ナ
ス
獲
得
推
進
、
農
産
物
代

金
定
期
貯
金
化
推
進

0

口
座
活
性
化
推
進
（
家
計
メ
イ
ン

ヒ）ィ
0

各
種
ロ
ー
ン
利
用
推
進

十
二
月
に
入
り
ま
し
た
ら
職
員
が

お
伺
い
す
る
様
に
計
画
し
て
居
り
ま

す
。
年
末
貯
金
総
ざ
ら
い
は
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
―
―
-
+
―
日
に
か
け
て

訪
問
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
肱
川
農

協
年
末
貯
金
目
標
三
四
億
五
千
万
円

9くりの書尋｛訊9,9

g m暑掘畢瀾 譴咽評却躙'
5年コース 0ニュー•~o-）し定期積金（満期分割型）

毎月 の 1 年 目 2 年 目 3 年 目 4 年 目 5 年 目 5年間の

お 受 取
掛込額 お受取額 お受取額 お受取額 お受取額 お受取額 合 計 額

円 円 円 円 円 円 円

20,000 48,618 98,380 149,283 201,329 752. 130 1,249,740 

30,000 72,,928 147,570 223,925 301,994 1, 128, 195 1,874,612 

40,000 97,237 196,760 298,567 402,659 1,504,260 2,499,483 

50,000 121,547 245,950 373,209 503,324 1,880,325 3, 124, 355 

が
早
期
に
達
成
出
来
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
61
年
1
月
1
日
よ
り
12
月
31
日
ま
で
”

且
i
t
i
,[＇TlJI-t1
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昭和61年産米の集前B程決まる
て

昭
和
六
十
一
年
度

産
米
の
集
荷
日
程
が

食
料
事
務
所
と
協
議

の
上
、
先
日
の
農
産

部
会
で
次
表
の
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

各
部
落
の
農
産
部

委
員
さ
ん
に
は
大
変

ご
苦
労
を
か
け
ま
す

が
、
部
落
内
の
出
荷

調
整
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

籾
の
過
乾
燥
と
調

整
選
別
に
は
特
に
注

意
し
て
下
い
。
籾
の

混
入
が
目
立
ち
ま
す

と
再
調
整
に
な
り
ま

す
の
で
そ
の
よ
う
な

事
の
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

水
分
は

14
し

14.

5
％
を
守
っ
て
良
質

米
に
仕
上
げ
て
下
さ

、。し
0

く
ず
米
に
つ
い

く
ず
米
も
全
量
出

荷
を
し
て
頂
い
て
か

ま
い
ま
せ
ん
が
、
く

ず
米
に
つ
い
て
も
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ヌ
ヵ
分
け
等
、
良
く

選
別
を
し
て
出
荷
し

て
下
さ
い
。
尚
、
出

荷
は
古
紙
袋
に
入
れ

て
出
荷
し
て
下
さ
い
。

カ
ロ

廿 和 6
 

年 度 米 出 荷 日 程

表

月 日 場 所 部 落 別 出 荷 予 定 数 量 合 計

1 1. 1 2 大谷 久保300, 広常200, 大平400, 大屋敷150 1, 050 

1 1. 1 7 大谷 影地200, 白石200, 久保200, 広常200, 大平150 950 

1 1. 2 0 本 所 小薮300, 中野350, 道野尾300 950 

1 1. 2 6 本 所 小薮300，協生250, 萩野尾52, 山槌165, 共栄100, 大和100, 肱栄40 1, 007 

1 1. 2 7 大 谷 白石150, 大屋敷200, 久保150, 広常200, 森137, 大平200 1, 037 

1 1. 2 8 本所 小薮250, 中野356, 大和200, 予子林250 1, 056 

1 2. 2 本 所 予子林507，小倉55, 道野尾278, 汗生147 987 

1 2. 4 本所
ハ重栗47,下鹿野川110,小薮205,月野尾71,下上サガヤ37,ヌタノオ 10,見の越22,

1, 051 
嘉城152,共栄259，上森山138

1 2. 5 大谷 大平291，大屋敷191, 久保174, 広常103, 影地47, 白石110 916 

1 2. 1 0 本 所 協生181, 中居谷183,下上敷水134, 大和111 609 

9,613 

おいしいお米に R 
玄米の栄養索を＿

ヽ
宮壽幕躙

●「新玄」の特長

〇精白することによって失なわれる8種類の栄芳

素を精白米に戻し、玄米とぼま同じ水準まで

回復します。

R「新玄」 1グラム中に、ピタミンB，の 1日必要蜃を

含みます。

RピタミンEを玄米と同様に含みます。

〇鉄、カルシウムを含みます。

R精白米を主食にしていて不足しやすいBグル

ープのピタミ ンを含みます。

Rご飯の味香りは変りありません。「新玄」の色

（もえぎ色）はピタミンB,（黄色）と葉緑素（緑

色）で着色されていますが、炊飯後は色は消失

します。

1. 

正しい品種名

紙袋の記入に つい て
品種名は，一覧表のとおり正しく

書いて下さい。

2. 黒マジック，青マジック，又は墨
で、正確に書いて下さい。

内は生産者が記入する。

3. 怠名柄は，松山三井と日本晴だけを

記入しますが、農林22号について

は（ ）書で記入して下さい。 ＿` 

〇印は奨励品種◎は一類

うるち玄米 •もち米曰—

◎〇松山三井隆 光 〇タ カサゴモチ

◎0日本晴金 初 0クレナイモチ

〇農林 22号晴 々 コトブキモチ l 翫君底― 天零否廷遥聡 ＼l（ 

0ミネニシキ大 空 ナンゴクモチ i 琴弓 Eぶ悶ゞ 廷応元丘 `;•• 
〇ヤマビコヤマ ホ ウ シ 旭 耀 1生：：．ー：野:ft『
0ひめみのりほ〈しゅう 赤 精 、 Y 
〇コシヒカリ黄 金 錦虹 精 愛媛食淫享祐所

0コガネアサリ万 代 錦 紅 糧 I誌宣登互狙

アケポノ中生秀略祝 襦

l| 
せとあさひク サナギ

コトミノリトヨニシキ

レイホヴセト ホナミ

秋晴媛 育

紙 袋 記 載 例

品荏名,,:・・・・・・・・・・・.. ・・--., 
・・..............)) 

写后

字言〗
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間
伐
材
が

県森連松山木材市売況 桧： 6m柱材

市売年月日 1面当り単価 平1 本均 価当 格り 備 考

昭祖碑且月18日 268,00炉 46,30炉 樹令30年

暉 3月2日 268,000 46,300 （小田森林記念市）

10月2B日 338,600 58,500 樹令31年

11月お日 360,000 62,200 

61年1月8日 390,000 67,400 

1月18日 413,000 71,400 

6月18日 433,000 74,900 樹令32年

7月18日 436,800 75,500 

8月8日 436,200 75,400 

出荷・販売についは，森林組合へ無条件委託しており有

利販売をするために市況に合わせて出荷・販売を計画的

に実施している。

※ha当り 2,000本 X50,000円／ 1本＝ 1億円

市売りごとに値が上がっておりますが，これは業者の

信用が出てきたことと，間伐材ですので，悪いものから

出荷しているためです。

的
な
技
術
を
確
実
に
守
っ
て
育
林
し
て

お
り
ま
す
。

植
栽
本
数
は
四
千
本
で
除
間
伐
は
十

一
年
生
・
十
九
年
生
と
三

0
年
生
以
後
、

出
荷
を
兼
ね
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
又
、
枝
打
ち
は
、
四
年
生
か
ら
十

七
年
生
ま
で
に
六
回
に
分
け
、
八

m
ま

で
打
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
山
を
見
て
よ
く
思
う
こ
と
に
、

間
伐
や
、
枝
打
ち
を
し
て
い
て
も
、
大

半
は
時
期
が
遅
く
、
大
変
も
っ
た
い
な

い
と
感
じ
る
こ
と
で
す
。
年
輪
が
密
に

な
っ
て
か
ら
、
枝
や
幹
が
太
く
て
無
節

に
な
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
手
間
を
入
れ

て
も
、
見
返
り
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

本
七
万
円
“

同
じ
手
間
を
か
け
る
な
ら
、
適
期
に

効
果
的
に
か
け
た
方
が
良
い
の
は
当
然

で
すこ

の
当
然
の
こ
と
を
確
実
に
守
っ
た

の
が
広
田
村
の
武
田
さ
ん
で
し
て
、
こ

の
努
力
が
安
い
と
言
わ
れ
る
時
代
で
も
、

三
十
年
程
で
別
表
の
価
値
に
な
っ
て
現

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

再
び
申
し
ま
す
が
、
最
初
は
特
別
な

林
家
で
は
な
い
武
田
さ
ん
が
、
今
は
一
・

五
町
歩
で
一
・
五
億
円
（
年
収
五
百
万

円
）
の
山
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

広
い
山
に
ま
ん
べ
ん
に
手
間
を
か
け

る
の
も
大
切
で
す
が
、
狭
い
山
に
集
中

的
に
手
間
を
か
け
る
こ
と
も
夢
と
効
果

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
一
町
歩
一
億
円
の
山
を

目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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モ
ウ
ソ
ウ
竹
の
伐
竹
と
管
理

良
質
の
タ
ケ
ノ
コ
を
生
産
す
る
に
は

親
竹
の
管
理
が
大
切
で
す
。

伐
ら
な
け
れ
ば
老
竹
が
増
加
し
活
力

の
低
い
竹
林
と
な
る
。

親
竹
の
本
数

早
出
し
を
目
標
に
す
れ
ば
十

a
当
り

二
百
か
ら
二
百
五
十
本
。
普
通
栽
培
で

は
二
百
五
十
か
ら
三
百
本
程
度
が
標
準

で
あ
る
。

親
竹
の
残
し
方

本
数
配
置
を
考
慮
し
て
大
き
な
空
地

（
十
二
平
方
米
以
上
）
を
作
ら
な
い
よ

う
選
定
す
る
。

伐
竹
齢
は
、
原
則
と
し
て
五
年
と
し
、

六
年
以
上
の
老
竹
は
残
さ
な
い
こ
と
。

伐
竹
の
時
期

竹
の
伐
採
は
十
月
か
ら
十
一
月
で
す

が
、
で
き
れ
ば
九
月
か
ら
十
二
月

の
間

に
実
施
す
る
。
年
を
越
す
と
タ
ケ
ノ
コ

の
発
生
に
よ
く
な
い
。

伐
竹
は
毎
年
実
施
し
な
い
と
生
産
力

が
低
下
し
た
り
、
表
年
、
裏
年
を
つ
く

る
原
因
と
な
る
。

要
す
る
に
常
時
若
い
竹
（
五
年
以
内
）

を
適
正
に
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

有
機
質
の
施
用

土
づ
く
り
の
た
め
年
内
に
敷
ワ
ラ
の

場
合
は
、
十

a
当
り
二
百
か
ら
五
百
kgo

家
畜
肥
料
で
あ
れ
ば
一
ー
ニ

t
を
施

用
す
る
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
葦
期
の
草
姿
は

本
葉
十
六
ー
十
八
枚
、
草
丈
七
十
！
八

+
c
m
、
花
蕃
の
直
径
ニ
ー
三
Cm

で
あ
り
、

花
奮
の
肥
大
適
温
は
十
度
前
後
で
あ
り
、

十
度
以
下
に
な
る
と
花
奮
粒
の
発
育
が

お
そ
く
な
る
。

発
芽
後
収
穫
期
の
日
数
は
早
中
性
種

で
通
常
九
十
か
ら
百
日
で
あ
り
、
日
平

均
積
算
温
度
で
千
五
百
ー
千
八
百
度
と

さ
れ
い
る
。

商
品
性
の
高
い
頂
花
畜
の
大
き
さ
は
、

直
径
十
二

em
前
後
の
大
き
さ
で
、
花
董

の
ち
密
な
も
の
が
よ
い
。
こ
の
大
き
さ

に
な
っ
た
ら
多
少
未
熟
で
も
若
採
り
と

す
る
。花

畜
の
黄
変
、
花
奮
の
さ
ば
け
る
も

の
は
採
り
お
く
れ
で
あ
り
、
商
品
価
値

は
な
い
。

花
奮
の
収
穫
は
十
五

cm
に
切
り
揃
え
、

葉
を
根
元
か
ら
除
去
し
箱
結
す
る
。

側
花
奮
は
、
側
枝
葉
一
枚
を
残
し
て

収
穫
す
る
。

水
田
の
土
づ
く
り

良
質
米
を
安
定
し
て
生
産
す
る
た
め

に
は
、
土
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。土

づ
く
り
の
た
め
に
、
稲
ワ
ラ
を
施

用
す
る
場
合
に
は
＇
稲
ワ
ラ
を
早
く
分

解
を
す
す
め
、
田
植
時
期
ま
で
に
腐
ら

す
こ
と
が
大
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け

早
く
施
用
す
る
。

年
内
に
は
、
施
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。腐

り
を
早
め
る
に
は
、
石
灰
窒
素
か

硫
安
を
1
0
a
当
た
り
10kg
程
度
施
す
と

よ
い
。稲

ワ
ラ
の
施
用
量
は
、
そ
の
水
田
で

生
産
さ
れ
た
稲
ワ
ラ
を
全
量
施
用
し
て

よ
い
が
、
半
湿
田
や
湿
田
で
は
、
還
元

状
態
と
な
る
の
で
、
乾
田
の
施
用
量
の

半
量
程
度
を
施
用
す
る
。

土
づ
く
り
の
方
法
に
は
、
堆
き
ゅ
う

肥
の
投
入
や
有
機
物
な
ど
の
投
入
だ
け

で
な
く
、
土
地
を
深
く
耕
起
す
る
こ
と

も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

水
稲
に
対
す
る
有
機
物
の
施
用
量
は

次
の
と
お
り
で
す
。

栗カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
加
害

の
様
相
は
、

枝
幹
部
の
全
面
に
、
こ
れ

を
覆
う
よ
う
に
定
着
寄
生
し
ま
す
。
密

度
の
高
い
樹
で
は
、
成
木
で
も
寄
生
部

の
樹
皮
が
乾
燥
し
て
、
樹
が
い
ち
じ
る

し
く
衰
弱
し
、
一
ー
ニ
年
の
う
ち
に
枯

死
し
ま
す
。

繁
殖
力
は
旺
盛
で、

短
期
間
に
増
殖

し
被
害
は
急
激
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

そ
の
休
眠
期
の
防
除
法
と
し
て
、
マ

シ
ン

油
乳
剤

(95
%
）
の
25
倍
液
を
厳

寒
期
前

(12
月
中
！
下
旬
）
に
散
布
し

て
下
さ
い
。
散
布
す
る
前
に
は
薬
液
が
、

か
か
り
や
す
い
よ
う
に
縮
間
伐
を
徹
底

し
て
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
散
布
直
後
に
降
雨
が
あ
る
と
、

効
果
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
温
和
な
晴

天
の
続
く
時
期
に
、
て
い
ね
い
に
枝
幹

に
十
分
薬
液
が
か
か
る
よ
う
散
布
し
て

下
さ

い。

水稲に対する各種有機物の施用量

種 オ ガク ズ堆 肥
バーク堆肥 稲わら 麦わら わら堆肥

類 牛糞 豚糞 鶏糞

/lOa 1. 5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

備
10~20% 10 ~ 30% 20 ~ 50% 秋にすき 禾火にすき 麦刈取後 田植 20 

化成肥料 化成肥料 減化成肥
込む鉄。ま できるだ込む。 た含 資酸 日以前に

減肥 減肥 料減肥
材．珪 け早くす すき込む。を施用す

考
る。 き込む。

できるだけ完熟堆肥 (3ヶ月以上堆積）

注）上記施用量は乾田を対象としているため，混田などでは施用量を減ら
す必要がある。

栄

2
（火）

12
（金

22
（月）

小

薮

．

汗

生

5
（金）

20
（土）

予
子
林
・
大
駄
場

8
（月）

24
（水）

正

山

・

中

居

谷

10
（水）

25
（木）

月

野

尾

・

岩

谷

15
（月）

30
（火）

中

津

・

小

倉

17
（水）

大

谷
・
肱

12
月
L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

12
月
5
日
（
金
）

12
月
12
日
（
金
）

12
月
19
日
（
金
）

12
月
26
日
（
金
）

大
谷
地
区

小
薮
・
岩
谷

宇
和
川
地
区

中
津
・
予
子
林

12
月
醤
油
配
達
予
定
日

12
月
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
地
区

12
月
3
日
（
水
）
岩
谷
地
区

12
月
4
日
（
木
）
大
谷
地
区

12
月
9
日
（
火
）
小
薮

・
月
野
尾

12
月
10
日
（
水
）
中
津
・
予
子

12
月
11
日
（
木
）
宇
和
川
南
地
区

12
月
16
日
（
火
）
宇
和
川
北
地
区

12
月
17
日
（
水
）
岩
谷
地
区

12
月
18
日
（
木
）
大
谷
地
区

12
月
23
日
（
火
）
小
薮
・
月
野
尾

12
月
24
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

12
月
25
日
（
木
）
宇
和
川
南
地
区
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し期間

12FJ1日～31日

■抽せん期間

1苫 l22日～31日
午後5時まで
(31日It午悽3時まで）

■抽せん会場

川上商工会

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

四
十
日
、
冬
の
気
配
を

ひ
し
ひ
し
と
感
ず
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ン
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
会
加
盟

店
で
は
、
こ
の
一
年
間

の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、

例
年
ど
お
り
十
二
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
カ
月
間
、
歳
末
連

合
大
売
出
し
を
行
い
ま

す。
大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
・
年
始

用
の
商
品
を
は
じ
め
、
良
い
品
を
安
く

を
モ

ッ
ト
ー
に
、
お
買
得
品
を
豊
富
に

取
り
揃
え
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
年
末
の
お
買
物
・
ご
利
用

は
、
な
に
と
ぞ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下

さ
い
。

◎
歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

＊
期

間
十
二
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

の
一
カ
月
間
で
す
。

廂
品
券
で
日
由
な
選
択

歳
末
連
合
大
売
出
し

• `三三:・-

—・―-—＿^ -

粛工□t---上--~
―--

＊
抽
選
補
助
券

歳
末
連
合
大
売
出
し
の
期
間
中
、

五
百
円
の
お
買
上
げ
毎
に
抽
選
補
助

券
を
一
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

＊
抽

選
抽
選
補
助
券
十
枚
で
一
回
抽
選
が

で
き
ま
す
。

＊
抽
選
日

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
十
日
間
で
す
。

時
間
は
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
最
終
日

の
―
―
-
+
―
日
は
、
勝
手
な
が
ら

0

0

0

0

 

午
後
三
時
で
抽
選
を
打
ち
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
宣
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
抽
選
場

肱
川
町
鹿
野
川

川
上
商
工
会
事
務
所

＊

景

品一
等
か
ら
五
等
ま
で
空
ク
ジ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
必
ず
何
か
が
当
り
ま
す
。

一
等
か
ら
四
等
ま
で
は
“
何
で
も

好
き
な
物
が
買
え
る
”
と
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
商
品
券
で
す
。

歳
末
連
合
大
売
出
し
加
盟
店
で
お
好

き
な
商
品
と
お
引
き
換
え
く
だ
さ
い
。

一
等
が
毎
日
三
本
当
る
他
、
大
勢

の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

数
多
く
の
本
数
を
用
意
し
て
お
り
ま

す。
五
等
に
は
実
用
向
き
商
品
を
中
心

に
各
種
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

年
末
に
は
、
下
記
歳
末
連
合
大
売

出
し
加
盟
店
を
こ
利
用
の
上
、
好
運

を
お
引
き
当
て
く
だ
さ
い
。
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隼寧賣書、園属公塵が応蝙し攣す

五
年
以

年
末
商
戦
に
む
け
て
、

資
金
計
画
は
万
全
で
す
か
。

決
算
資
金
・
ボ
ー
ナ
ス
手

当
資
金
等
ご
準
備
の
節
は

国
民
金
融
公
庫
を
ご
利
用

下
さ
い
。

公
庫
資
金
は
、
利
率
も

下
が
り
一
層
有
利
で
使
い

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

融
資
制
度
の
う
ち
最
も

利
用
さ
れ
て
い
る
普
通
貸

付
の
融
資
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

個
人
ま
た
は
法
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
す
。

◆
資
本
金

一
千
万
円
以
内

●
従
業
員
百
人
以
下

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
場
合
は
五
十
人

以
下
）

＊
融
資
限
度
額

●
普
通
貸
付
二
千
五

百
万
円
ま
で
（
特
定

の
設
備
資
金
は
三
千

五
百
万
円
ま
で
）

●
特
別
貸
付
―
―
―
千
万

円
ー
三
千
五
百
万
円

ま
で

＊
融
資
期
間

●
運
転
資
金

内
◆
設
備
資
金
十
年
以
内
（
特
定
の

設
備
資
金
の
場
合
は
十
三
年
以
内
）

※
な
お
運
転
資
金
の
場
合
に
一
部
設

備
資
金
が
含
ま
れ
る
場
合
は
十
年

以
内
が
適
用
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

＊
経
営
改
善
貸
付
（
無
担
保
・
無
保
証

人
）
限
度
額
四
百
万
円
の
ご
利
用
も

お
す
す
め
し
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫
で
は
更
に
「
国
の
進

学
ロ
ー

ン
」
の
名
称
で
親
し
ま
れ
て
お

り
ま
す
「
進
学
資
金
貸
付
」
も
取
扱
っ

て
お
り
ま
す
。

何
か
と
物
入
り
な
こ
の
時
期
「
国
の

進
学
ロ

ー
ン
」
も
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。
お
取
扱
い
は
毎
年
十
一
月
か
ら

翌
年
四
月
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫

▼
就
職
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
試

用
期
間
等
）
し
た
事
実
を
隠
し
た
り

働
い
た
日
数
や
採
用
年
月
日
を
偽
っ

て
申
告
す
る

▼
内
職
や
手
伝
い
を
し
た
事
実
及
び
収

入
を
隠
し
た
り
、
偽
っ
た
申
告
を
す

る
▼
偽
り
の
記
載
を
し
た
離
職
票
を
提
出

す
る

十
月
二
十
一
日
、
松
山
市
の
愛
媛
県

民
文
化
会
館
で
愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

主
催
の
商
工
会
法
制
定
二
十
五
周
年
記

▼
離
職
証
明
書
な
ど
各
種
の
証
明
書
を

偽
造
ま
た
は
改
ざ
ん
し
て
提
出
す
る

※
不
正
受
給
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

事
業
主
に
も
責
任
が
か
か
る
時
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
証
細
に
つ
い
て
は
、
大
洲
公

共
職
業
安
内
所
（
電
話
二
四
ー
三
一
九

-
）
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

雇
用
保
険
失
業
給
付
の

不
正
受
給
防
止
に
協
力
を
”

新

岩
田
清
茂

念
大
会
が
、
愛
媛
県
の
三
好
出
納

長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
下
五
十
一
商
工
会

か
ら
約
一
千
人
の
会
員
が
参
集
し
、

法
制
定
二
十
五
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
あ
た
り
、
県
下
一
万
五
千

名
の
会
員
の
団
結
の
強
化
と
商
工

会
活
動
の
充
実
を
図
り
、
今
後
、

一
層
地
域
社
会
の
振
興
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
役
員
功
労
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
川
上
商
工
会
で
は
次
の
方
々

が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。冨

永

連
合
会
法
制
定
25
周
年
記
念
大
会

氏
（
前
会
長
）
ら
六
名
表
彰

確
か
な
明
日
へ
ま
ず
＿

歩／．

十
月
二
十
四
日
、
大
洲
商
工
会
館
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催

に
よ
る

「税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
納
税
意
識
の
昂
揚

を
目
的
に
、
大
洲
税
務
署
•
愛
媛
県
八

幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
大
洲
市
・
喜
多
郡

冨
永
新
一

人
賞
お
め
で
と
う

入
選

記念大会で祝辞を述べる三好出納長

内
の
小
中
学
生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

川
上
地
区
で
は
、
大
谷
小
学
校
・
中

野
小
学
校
・
北
平
小
学
校
・
肱
川
中
学

校
の
四
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
々

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

0

小
学
生
の
部

佳
作
北
平
小
学
校

五
年
土
居
千
鶴
子
さ
ん

大
谷
小
学
校

四
年
井
上
由
美
子
さ
ん

中
野
小
学
校

四
年
中
岡
由
美
恵
さ
ん

中
野
小
学
校

五

年

戸

高

中
野
小
学
校

五

年

森

中
野
小
学
校

六

年

松

下

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

間
（
十
一
月
十
一
日
ー
十
一
月
十
七
日
）

に
大
洲
税
務
署
に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

各
地
区
の
納
税
意
識
昂
揚
に
役
立
つ
場

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

久

保

田

仁

之

富

永

隆

徳

安

川

正

則

大

野

喜

久

雄

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉

い
ず
れ
の
方
も
永
年
、
商
工
会
の
役

員
と
し
て
商
工
会
活
動
に
尽
力
い
た
だ

き
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す。

清
一
さ
ん

玲
子
さ
ん

愛
さ
ん
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肱川に健康食品産業誕生
（株）ホワイトバーレー肱川

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
田
建
設
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
大
野
一
則
）
で
は
、

従
来
の
建
物
が
老
朽
化
し
た

為
、
新
し
い
事
務
所
を
建
築

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
で
き
あ
が
り
十
一
月
十
五
日
に
落

成
式
が
、
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

建
物
は
、
鉄
骨
造
り
三
階
建
て
で
、

八
一
九
、
五
二
平
方
メ
ー
ト
ル
有
り
、

一
・
ニ
階
が
事
務
所
で
、
三
階
が
社
宅

に
な
っ
て
い
ま
す

一
階
に
は
事
務
室
、

こ
の
度
新
し
い
企

業
が
肱
川
町
に
誕
生

し
ま
し
た
。
社
名
が

室
に
休
憩
室
が
有
り
、
事
務
室
の
床
は

板
張
り
で
新
鮮
で
、
暖
か
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
二
階
は
応
接
室
と
会
議
室
が
あ

り
、
応
接
室
に
は
、
古
く
か
ら
の
表
彰

状
が
ず
ら
り
と
飾
っ
て
あ
り
、
役
員
会

議
室
と
し
て
も
利
用
で
き
る
作
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
会
議
室
は
従
業
員
六
十
名

が
、
椅
子
が
け
で
入
れ
る
大
き
な
部
屋

が
有
り
、
今
後
研
修
室
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
の
事
で
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

新

社

屋

完

成

上
田
建
設
株
式
会
社

と
言
い

“
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
レ
ー
肱
川
”

ま
す
。代

表
者
の
久
保
田
仁
之
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

氏
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー

田
レ
ー
と
は
大
麦

保久
粉
の
事
だ
そ
う

の
で
す
。

長社
従
来
大
麦
は
、

そ
の
大
半
が
飼

と場江
料
用
及
び
ビ
ー

即
ル
・
ウ
ィ
ス
キ
ー

ー
等
の
原
料
用
と

レ一
し
て
利
用
さ
れ

＞
＼
 2

て
い
る
に
と
ど

ィ
ま
り
、
主
食
と

し
て
き
た
日
本

ヮホぼ
で
す
ら
、
利
用

さ
れ
な
く
な
っ

て
い
る
事
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
事

と
思
い
ま
す
。

今
年
十
月
、
第
五
回
国
際
大
麦
遺
伝

学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
神
戸
で
開
か
れ
、

「
バ
ー
レ
ー
食
品
企
画
事
務
所
」
林
佑

吉
所
長
に
よ
り
「
ド
ラ
フ
ト
バ
ー
レ
ー

分
級
製
粉
精
粒
法
」
と
い
う
新
し
い
製

粉
技
術
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
他
の
穀
物
原
料
と
何
ら
遜
色
の

な
い
味
覚
・
食
惑
を
持
っ
た
原
料
素
材

と
し
て
の
大
麦
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
事
で
す
。

久
保
田
会
長
は
、
今
年
川
上
商
工
会

が
行
っ
て
い
る
“
む
ら
お
こ
し
事
業
”

の
活
動
の
中
で
、
こ
の
大
麦
粉
の
情
報

を
先
に
得
ら
れ
て
お
り
“
む
ら
お
こ
し
”

は
“
企
業
お
こ
し
”
で
あ
る
と
の
考
え

よ
り
、
バ
ー
レ
ー
フ
ラ
ワ
ー
（
大
麦
粉
）

の
販
売
権
を
得
ら
れ
会
社
設
立
に
踏
み 新築の上田建設（株）社屋

こ
の
広
報
を
皆
さ
ん
が

読
ま
れ
る
頃
に
は
、
六
十

一
年
も
あ
と
一
ヶ
月
あ
ま

り
、
今
年
も
一
年
の
た
っ

の
は
、
本
当
に
早
か
っ
た

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

年
と
と
も
に
、
時
の
た

つ
の
が
早
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
、
時

間
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
の
で
す
が
、
上
手
に
使
う
の
は
本

当
に
難
し
い
も
の
で
す
。

今
年
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
は
、
ソ
連
の
原
子
力
発
電
所
の
事

春夏秋冬
切
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

当
面
、
商
品
と
し
て
の
バ
ー
レ
ー
フ

ラ
ワ
ー
の
販
売
と
加
工
品
と
し
て
の
パ

ン
・
ク
ッ
キ
ー

・
ケ
ー
キ
・
め
ん
類
と

い
っ
た
も
の
を
考
え
て
お
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
ま
た
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
で

の
販
売
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
バ
ー
レ
ー
フ
ラ
ワ
ー
の
健
康

食
品
と
し
て
の
知
名
度
を
上
げ
る
の
が

一
番
と
は
会
長
の
言
葉
で
す
が
、
す
で

に
、
神
戸
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上

バ
ー
レ
ー
フ
ラ
ワ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
レ
ー
肱
川
」

が
、
世
界
の
学
者
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
全
国
よ
り
問

い
合
わ
せ
が
来
て
お
り
、
そ
の
試
作
品

の
製
作
に
い
そ
が
し
く
し
て
お
ら
れ
ま

す。
初
出
荷
が
、
肱
川
分
校
の
バ
ザ
ー
用

と
、
小
さ
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
健
康

食
品
ブ
ー
ム
の
中
、
大
き
な
期
待
が
よ

せ
ら
れ
る
会
社
で
す
。

故
が
あ
ま
し
た
。
地
球
の
将
来
を
暗
示

し
て
い
る
と
は
考
え
た
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ

で
、
我
々
の
生
命
を
お
び
や
か
す
事
故

が
起
こ
る
と
は
、
や
り
き
れ
な
い
思
い

が
し
ま
す
。

先
日
の
新
聞
に
、
北
欧
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
飼
わ
れ
て
い
る
数
万
頭
の
ト
ナ

カ
イ
が
、
原
発
の
影
響
で
処
分
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ト
ナ
カ
イ
と
い
え
ば
、
も
う
す
ぐ
来
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
主
役
で
、
遠
い
空
か
ら

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
乗
せ
て
降
り
て
来

る
、
そ
ん
な
絵
を
小
さ
い
頃
か
ら
見
て

き
た
も
の
で
す
。
子
供
た
ち
に
夢
を
運

ん
で
く
れ
る
動
物
、
そ
の
か
わ
い
い
ト

ナ
カ
イ
を
処
分
し
な
い
と
い
け
な
い
と

は
、
な
ん
と
も
残
酷
な
、
悲
し
い
話
で

す
。
そ
の
後
に
原
子
力
潜
水
艦
の
沈
没

の
ニ
ュ
ー
ス
。
専
門
家
の
話
で
は
、
放

射
能
も
れ
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
、

も
し
放
射
能
が
も
れ
た
ら
、
海
に
ど
ん

な
影
響
が
あ
る
の
か
…
…
…
。
日
本
の

漁
船
は
こ
の
近
海
で
も
魚
を
穫
っ
て
い

ま
す
。二

十
一
世
紀
へ
あ
と
十
年
あ
ま
り
、

核
と
人
口
問
題
が
二
千
年
へ
向
け
て
の
、

人
類
の
最
大
の
課
題
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
美
し
い
地
球
を
、
美
し
い
ま
ま
残
し

て
い
く
の
が
、
現
在
生
き
て
い
る
我
々

の
努
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
は
、

あ
く
ま
で
起
こ
り
え
な
い
、
架
空
の
話

だ
と
思
う
か
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
っ

て
、
現
実
に
は
決
し
て
起
こ
っ
て
欲
し

く
な
い
、
ま
た
起
こ
し
て
は
い
け
な
い

予
言
で
す
。
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土
地
改
良
区
と
の
一

戦
後
の
肱
川
町
で
土
地
改
良
事
業
が
園
が
造
成
さ
れ
た
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ

始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
な
っ
れ
に
大
型
養
蚕
農
家
も
誕
生
し
た
の
で

て
か
ら
で
し
た
が
、
当
時
は
一
事
業
一
し
た
。
四
十
年
後
半
に
は
農
道
の
新
設

改
良
区
の
方
式
が
と
ら
れ
て
い
て
、
事
と
舗
装
事
業
が
全
町
的
に
行
わ
れ
町
内

業
の
実
施
や
改
良
区
の
運
営
に
い
ろ
い
の
農
道
及
び
生
活
道
の
大
部
分
が
土
地

ろ
問
題
が
あ
り
、
特
に
事
業
に
係
る
会
改
良
事
業
で
行
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

計
経
理
に
つ
い
て
は
、
国
の
会
計
検
査
五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
改
良
区

院
の
検
査
に
耐
え
る
よ
う
な
経
理
事
務
の
事
業
も
水
田
基
盤
整
備
事
業
が
主
力

を
行
う
の
は
至
難
の
業
で
、
各
改
良
区
と
な
り
、
最
近
に
な
っ
て
そ
の
大
部
分

の

経

理

担

当

者

は

が

完

成

し

、

こ

こ

に

大

変

な

苦

労

を

さ

至

っ

て

改

良

区

の

役

〗
冒b
:
口
〗

兄
t

歩
い
て
来
た
二
十
五

対
応
出
来
る
よ
う

に
し
た
い
と
の
考

9

え

か

ら

肱

川

町

土

年

の

問

に

は

い

ろ

い

地
改
良
区
が
設
立

n
I

ろ
な
事
が
あ
り
ま
し

さ

れ

た

の

は

昭

和

た

。
特
に
思
い
出
に

三
十
七
年
の

こ
と

残
る
事
と
し
て
は
肱

で
し
た
。
私
は
肱
川
町
土
地
改
良
区
設
川
町
稚
蚕
共
同
桑
園
を
用
地
買
収
か
ら

立
と
同
時
に
役
員
に
選
ば
れ
、
今
年
七
工
事
の
現
場
監
督
ま
で
つ
と
め
て
、
灌

月
ま
で
二
十
五
年
に
わ
た
り
役
員
を
勤
水
施
設
ま
で
つ
い
た
立
派
な
も
の
を
つ

め
て
来
ま
し
た
が
思
え
ば
永
い
二
十
五
く
り
あ
げ
た
事
で
し
た
。

年

で

し

た

。

も

う

一っ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
四
十

肱
川
町
内
の
土
地
改
良
事
業
は
昭
和
九
年
に
工
事
請
負
業
者
の
一
部
で
工
事

三
十
年
代
の
道
野
尾
や
中
野
地
区
の
よ
施
工
に
ミ
ス
が
あ
り
、
現
場
の
監
督
を

う
な
水
田
造
成
事

業

か

ら

始

ま

り

、

昭

強

化
す
る
事
と
な
り
、

町
内
全
域
の
エ

和
四
十
年
代
に
入
っ
て
は
桑
園
造
成
事
事
現
場
を
監
督
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た

業
が
次
々
と
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
桑
事
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
土
木
事
業

＿
十
五
年

と
の
つ
き
合
い
は
人
夫
と
し
て
あ
ち
こ

ち
の
現
場
で
働
い
た
事
や
戦
時
中
に
ソ

満
国
境
で
現
地
人
を
使
い
築
城
工
事
に

た
ず
さ
わ
っ
た
際
に
設
計
書
や
設
計
図

を
見
る
こ
と
を
覚
え
た
く
ら
い
の
も
の

で
、
そ
の
よ
う
な
私
が
現
場
監
督
を
引

き
受
け
る
等
と
は
ど
だ
い
無
茶
な
話
な

の
で
お
こ
と
わ
り
し
た
と
こ
ろ
、
町
助

役
の
安
倍
さ
ん
は
そ
の
心
配
は
い
ら
な

ぃ
二
、
三
日
研
修
に
行
っ
て
来
な
さ
い
、

そ
の
段
取
は
つ
け
て
あ
る
、
但
し
こ
れ

は
町
長
に
も
職
員
連
中
に
も
内
密
で
す

と

よ
と
云
う
こ
と
で
し
た
が
、
兎
に
も
角

に
も
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
指
示

さ
れ
た
通
り
に
県
庁
へ
行
っ
て
見
る
と
、

助
役
が
頼
ん
で
お
い
て
く
れ
た
県
の
係

の
方
が
待
っ
て
い
て
く
れ
て
、
二
日
間

に
わ
た
り
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
み
っ
ち
り

勉
強
さ
せ
て
も
ら

っ
た
の

で
し
た
。

お
か
げ
で
現
場
監
督
の
仕
事
も
何
と

か
勤
ま
り
皆
さ
ん
か
ら
は
、
あ
い
つ
何

処
で
勉
強
し
た
ん
だ
ろ
う
と
か
、
不
思

議
な
事
を
知
っ
て
い
る
男
だ
等
と
云
ゎ

れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
に

と
っ
て
は
長
い
長
い
付
ぎ
合
い
の
土
地

改
良
区
が
今
後
ど
う
な

っ
て

い
く
で
あ

ろ
う
か
、
日
本
の
農
業
が
国
際
化
の
波

に
洗
わ
れ
て
ゆ
れ
動
い
て
い
る
今
の
日

本
が
も
し
も
米
や
そ
の
他
の
農
産
物
の

輸
入
を
自
由
化
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ

ば
、
土
地
改
良
区
関
係
者
や
農
民
の
皆

さ
ん
が
心
血
を
そ
そ
い
で
整
備
し
た
田

畑
は
荒
れ
果
て
て
原
始
の
姿
に
か
え
っ

て
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
か
っ
て
こ
の

事
業
に
係
っ
て
来
た
も
の
と
し
て
胸
の

痛
む
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

一
、
タ
バ

コ
を
す

わ
な
い
（
タ
バ
コ

は
動
脈
硬
化
の
最

大
の
原
因
）

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
瘤
破

裂
な
ど
、
な
ん
の
前
ぶ
れ
も
な
く
突

然
襲
っ
て
く
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
ト
デ
ィ
ス
イ
ー
ズ
と
言
い

ま
す
。
殆
ん
ど
の
人
が
不
幸
な
転
帰

を
と
り
ま
す
。
大
平
総
理
は
心
筋
梗

塞
で
、
南
伸
介
は
動
脈
瘤
の
破
裂
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
現
代
の
高
度
な

医
術
で
も
す
く
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

四
十
、
五
十
代
の
働
き
盛
り
の
一
家

の
大
里
柱
を
失
っ
た
家
庭
の
み
じ
め

さ
は
勿
論
で
す
が
、
そ
れ
を
す
く
え
な

か
っ
た
医
師
の
く
や
し
ち
、
残
念
さ

は
、
皆
さ
ん
の
想
像
以
上

の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
病
気

は
予
防
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

出
来
る
の
で
す
！
今
か
ら
、

直
ち
に

考
え
方
を
変
え
る
の

で
す
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
よ
う
な
病
気
に

か
か
ら
な
い
こ
と
で

す
。
心
筋
梗
塞
や
動

脈
瘤
は
動
脈
硬
化
か

ら
、
脳
卒
中
も
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
か
ら

お
こ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
に

ょ、
•

9 

二
、
酒
は

一
日
二
合
ま
で
と
し
、

週
休
二
日
制
と
す
る

三
、
動
物
性
脂
肪
を
減
ら
し
、
植

物
性
脂
肪
を
多
く
と
る

四
、
良
質
の
蛋
白
質
（
と
う
ふ
、

魚
な
ど
）
を
と
る

五
、
適
度
の
運
動
を
す
る

六
、
ス

ト
レ

ス
を
た
め
な
い

七
、
肥
満
者
は
痩
せ
る
こ
と

以
上
を
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
高
血
圧
に
は

以
上
の
ほ
か
に
食
塩
を
一
日
八
グ
ラ

ム
以
下
に
減
ら
す
こ
と
で
す
。
酒
は

と
も
か
く
、
以
上
の
こ
と
を
子
供
の

時
か
ら
実
行
す
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
血

管
は
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
と
は
縁
が
無
く
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
い
人
生
を
お

く
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
ト
デ
ィ
ス
イ
ー
ズ
の
予
防
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十
月
二
十
九
日
、
松
山
市
の
県
民
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
一
―
―
十
二
回

愛
媛
県
P
T
A
大
会
で
、
大
谷
小
学
校

P
T
A

（
堀
尾
浩
爾
会
長
）
が
、
優
良

P
T
A
と
し
て
、
県
教
育
委
員
会
教
育

長
、
県
P
T
A
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

大
谷
幼
稚
圏
小
学
校
P
T
A
は
、
堀

尾
会
長
を
中
心
に
全
て
の
会
員
が
参
加

す
る

P
T
A
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

父
母
の
教
室
等
も
研
修
部
が
中
心
と

な
っ
て
年
間
計
画
を
立
て
、
熱
心
な
取

り
く
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
つ
り

は
し
川
柳
会
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま

す。
初
心
者
大
歓
迎
で

す
。
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
。
川
柳
を
や
っ

て
見
よ
う
か
と
言
う

方
は
ど
し
ど
し
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

会
員
に
な
る
と
、

毎
月
発
行
さ
れ
る
つ

り
は
し
誌
を
送
り
ま

す。
そ
の
つ
り
は
し
誌

に
出
さ
れ
て
い
る
課

愛
貧
）

優
良

P
T
A

大
谷
幼
小

p
T
A

特
に
子
供
達
の
健
全
育
成
活
動
に
お

い
て
は
、
大
谷
地
区
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
の
中
核
と
し
て
、
大
切
な
日
常

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も

P
T
A
本
来
の
活
動
を
期
待

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

題
に
寄

っ
て
、
各
題
3
句
づ
つ
句
を
出

し
て
頂
き
ま
す
。
句
会
に
お
い
て
、
会

員
の
互
選
、
又
は
、
選
者
に
よ
り
、
入

選
句
を
、
つ
り
は
し
誌
に
発
表
し
ま
す
。

止
む
を
得
ず
句
会
に
出
席
出
来
な
い
方

は
、
決
め
ら
れ
た
締
切
日
ま
で
に
句
を

送
っ
て
下
さ
い
。
ハ
ガ
キ
、
便
箋
ど
ち

ら
で
も
結
構
で
す
。

会
費
は
、
郵
送
料
を
含
め
て
、

半

年

一

、

0
0
0
円

一

年

二

、

0
0
0
円

で

す

郵
送
で
な
く
幸
便
利
用
の
方
は
、

半

年

三

0
0
円
一
年
六

0
0
円

申
込
先
は

肱
川
町
大
字
名
荷
谷
三

0
六
九

谷
本

一
敏

ま

で

父 母 の 教 室

幸
便
利
用
の
方
は
、
だ
れ
そ
れ
に
頼

め
と
書
い
て
お
い
て
下
さ
い
。

12
月
の
句
会
は
、

12月
6
日
午
後
2
時
か
ら

大
谷
公
民
館
に
て

題
は
、「柱」

「
つ
か
む
」

「

薬

」

各

3
題

出
席
出
来
な
い
方
は
、

12
月
5
日
ま

で
に
届
く
様
に

谷

本

一

敏

ま

で

送
っ
て
下
さ
い
。

0

芋
芋
団
子
色
は
黒
い
が
味
で
も
て

算

悟

ふ
る
里
を
偲
ん
で
芋
の
煮
こ
ろ
が
し

み
さ
ほ

か
ざ
り
棚
水
で
育
て
た
芋
の
つ
る末

• 

0

頂
く

十
円
を
お
し
い
た
だ
い
て
修
行
僧ふ

み
緒

娘
さ
ん
を
頂
き
ま
す
と
お
仲
人

一

敏

頂
い
た
土
産
で
分
か
る
放
の
土
地み

さ
ほ

0

傷
傷
物
を
一
と
山
に
し
て
売
る
コ
ー
ナ
ー

ふ
み
緒

小
さ
く
と
も
心
の
傷
は
消
え
が
た
い

藤

子
未

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
⑬

）

0

お
そ
う
じ
が
楽
し
い
子

0

親
の
手
本
は
そ
の
場
で
示
そ
う

「学
校
生
活
で
何
が
一
番
楽
し
い
」

ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー

ス
の
山
道
や
公
園

と
聞
く
と
「
お
そ
う
じ
」
と
意
外
な
返
に
は
、
空
か
ん
、
菓
子
や
果
物
の
食
べ

事
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
生
だ
が
ら
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。

か
ら
、
給
食
、
友
達
と
の
遊
び
な
ど
を
建
物
の
壁
や
ベ
ン
チ
の
落
書
き
、
不

予
想
し
て
い
た
の
に
…
…
…
。
潔
な
公
衆
便
所
。
…
…
公
共
心
、
公
徳

心
の
オ
ン
チ
族
に
は
、
全
く
閉
口
で
す
。

彼

女

は

い

い

ま

す

。

ア

メ

リ

カ

の

西

部

開

拓

の

物

語

「大

私
の
家
は
、
日
曜
日
家
族
全
員
で
掃
草
原
の
小
さ
な
家
」
の
母
親
は
、
野
営

除
を
し
ま
す
。
と
て
も
疲
れ
る
け
ど
、
の
カ
マ
ド
づ
く
り
を
子
供
に
手
伝
わ
せ

掃
除
の
あ
と
、
気
持
ち
が
い
い
の
で
す
。
な
が
ら
、
突
風
の
起
こ
る
万
一
の
場
合

そ
れ
よ
り
も
っ
と
う
れ
し
い
の
は
、
お
に
備
え
て
、
防
災
の
た
め
に
草
刈
り
の

父
さ
ん
が

「き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。
助
面
積
を
広
く
さ
せ
た
り
、
食
事
の
食
べ

か
る
よ
」
と
ほ
め
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
残
り
や
卵
の
殻
は
、
穴
を
堀
っ
て
う
め

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
お
そ
う
じ
が
さ
せ
、

「人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら

大

好

き

に

な

り

ま

し

た

。

な

い

こ

と

」
を
実
施
で
し
っ
か
り
と
教

「
き
れ
い
に
し
な
さ
い
」
と
上
か
ら
え
て
い
ま
す
。

押
し
つ
け
の
言
葉
は
や
る
気
を
な
く
し
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を
ど
こ
へ
で
も

て
し
ま
い
ま
す
。
子
供
は
人
に
認
め
ら
拾
て
る
父
親
の
態
度
や
、
バ
ス
や
列
車

れ
る
こ
と
で
意
欲
づ
く
も
の
で
、
チ
ャ
が
到
着
す
る
や
い
な
や
、
平
気
で
割
り

ン
ス
を
逃
が
さ
ず
に
ほ
め
て
や
る
こ
と
込
ん
で
し
ま
う
母
親
の
行
動
を
、
子
供

が
勤
労
意
欲
を
育
て
て
い
く
秘
け
つ
で
の
目
は
決
し
て
見
逃
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

「

子

供

は

、

親

の

姿

を

映

す

鏡

で

あ

こ
こ
で
父
親
の
言
葉
が
一
層
強
く
子
る
」
と
も
言
わ
れ
、
親
の
と
る
態
度
や

供
の
心
に
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
行
動
は
、
子
供
の
成
長
に
大
き
く
影
響

お
父
さ
ん
／
．
子
供
の
や
る
気
を
育
し
ま
す
。
言
葉
で
教
え
る
よ
り
も
、
親

て

よ

う

。

の

行

動

で

教

え

る

こ

と

が

、

し

つ

け

の

基
本
で
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
／
．
子
供
は
見
て
い
ま
す
。
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全
国
青
年
大
会

和
気
哲
弘
君
出
場

陸
上
競
技

青
年
団
の
副
団
長
を
し
て
い
る
和
気

哲
弘
君
が
、
十
一
月
七
日
！
九
日
の
間
、

東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
青
年
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

陸
上
競
技
の
ス
エ
ー
デ

ン
リ
レ
ー
に

愛
媛
県
代
表
と
し
て
で
す
。
肱
川
町
で

は
は
じ
め
て
の
事
で
す
。

結
果
は
、
惜
し
く
も
予
選
で
敗
れ
ま

． 

ッ
ク

第
二
十
八
回
中
国
四
国
ブ
ロ

民
俗
芸
能
大
会
に
出
演

ー
大
谷
文
楽
—
—
’

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
又
、
文
楽

の
人
形
頭
に
は
、
国
宝
級
の
も
の
も
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
民
俗
文
化
財
を
郷
土
の

誇
り
と
し
て
、
み
ん
な
が
理
解
し
、
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
回
は

「絵
本
太
功
記
・
尼
ケ
崎
の

段
」
を
上
演
し
ま
し
た
が
、
巧
み
な
人

形
浄
瑠
璃
芝
居
に
、
観
客
の
み
な
さ
ん

も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

肱
川
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
の
重
み
を
感

じ
な
が
ら
、
新
し
い
肱
川
町
づ
く
り
の

た
め
に
、
心
を
横
に
結
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

肱
川
町
を
代
表
す
る
民
俗
文
化
財

「
大
谷
文
楽
」
は
、
十
月
十
八
日
、
丸

亀
市
で
行
わ
れ
た
昭
和
六
十
一
年
度
文

化
庁
移
動
芸
術
祭
、
第
二
十
八
回
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
に
、
愛

媛
県
を
代
表
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
国

・
四
国
の
各
地
域
に

伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
う
ち
、

価
値
の
高
い
も
の
を
公
開
し
、

一
般
の

理
解
と
認
識
を
深
め
、
そ
の
保
護
と
活

用
の
気
風
を
醸
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ

て
、
毎
年
各
県
を
ま
わ
っ
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
大
谷
文
楽
は
、
百

十
数
年
の
歴
史
が
あ
り
、
人
形
の
操
り

と
浄
瑠
璃
の
語
り
に
は
、
内
外
か
ら
高

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
＊
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

し
た
が
、
全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
舞

台
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
和
気
君
に
と
っ

て
も
、
青
年
団
に
と
っ
て
も
大
き
な
自

信
と
な

っ
た

こ
と
で
し

ょ
う
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

"...—• 
大
谷
幼
小
P
T
A
で
は
町
公
民
館
の

協
力
を
得
て
、
年
七
回
父
母
の
教
室
を

行

っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
講
師
の
先

生
や
校
長
先
生
の
お
話
を
聞
い
た
り
本

を
読
ん
だ
り
し
て
子
供
の
育
成
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
が

程
ど
農
家
な
の
で
集
会
は
夜
と
か
、
参

観
日
な
ど
集
ま
り
や
す

>>>>

70
し
て
こ
ん
な
事
に
気
が

付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

っ
た
り

し
ま
す
。
躾
ひ
と
つ
に
し
て
も
上
手
な

誉
め
方
、
怒
り
方
で
親
の
言
葉
や
態
度

で
は
子
供
を
良
く
も
悪
く
も
、
大
き
く

影
響
す
る
も
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

あ
ん
ま
り
手
を
か
け
過
ぎ
て
自
発
性
を

贔 — '心＾,正-...9---←”.
ーー・ロ l_,．↓一・-・

大各＊訳義

〈174〉

父屑
の

教室

集まれ．／
サッカー愛好者

す ど 者 が 非うサ の をツま
゜なの上サ参とッ 町ーサ続 クざ肱
た方がッ加思力内つ ッ けラま川
で‘っヵしゎ lので力てブな町
も初て lてれをみす lいが自で
けめおはみるやな°クま勁 主 は
ってり年予方っさ ラす心麿現
この‘々 はてん ブ゜にス窪

：方、二会 ’‘0三1て、喜旦↑さ

失
っ
て
も
い
け
な
い
し
、
幼
児
期
に
手

が
か
っ

て
困
る
よ
う
な
状
況
も
必
要
だ

と
言
う
事
、
躾
が
き
び
し
過
ぎ
て
も
親

子
の
心
の
絆
が
薄
く
な
り
後
に
な
っ
て

間
違

い
を
起
こ
し
や
す
い
子
供
に
育
っ

て
し
ま
う
な
ど
、

良
か
れ
と
思
っ
て
し

た
事
が
反
対
の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
っ

た
と
言
う
事
も
あ
る
で
し
ょ
う。

可

愛
い
我
子
が
不
幸
な
子
供
に
な
ら
な
い

為
に
は
、
親
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
け
ば
良
い
か
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す。
私
は
父
母
の
教
室
を
通
じ
て
毎
日
仕

さ
:

0

町
内
の
方
で
、
十
八
才
以
上
の
方

0

性
別
は
問
い
ま
せ
ん

0

練
習
日
は
毎
週
火
曜
日
、
午
後
七
時

三

0
分
か
ら

0

場
所
は
、
肱
川
町
々
民
運
動
場

0

直
接
参
加
さ
れ
る
か
、
又
は
谷
本
石

油
店
の
大
野
泉
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い

。

大
勢
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
、

し
て
い
ま
す
。

お
待
ち

白石

〖‘喜髯 E 貨 L寺岡千イ:]翌？ドニ立喜
す 努の る なまばてえな追
゜力聞よ親 けす 良 ‘ ら け わ
しこうと苦まりきはて事れ゜か子れれれ
てえにししす私出自行かばむつ供たば忙
行て‘てむ°なしかこらなずたがよなし
きくそ良様将りたらう一らか と 幼 う ら さ

t:::: たるしきな来にり子とつなし 思 い - な の
い 家 て 相こ子苦‘供思ずいいう時 、し塵い中
と庭明談と供労挨のいつ ‘よ事に 大で
思をる相ががし拶話‘実やうも知ま切 ‘
っ築い手起悩てしを最行れで沢っ し

てく笑にきみいた聞近しるも山て
ヤ

な気
℃事が



領。前痺

12月の日曜・祝日当直医

命知R@ ~(20) 

日 当直医 電 話

7日（日）
小川医- 院

44-2815 
（内 f- I町 ）

14日（月） 古川医院 44-2407 
（内 f 町）

21日（日） 町田医院 43-0211 
(f.l-j f- 町）

28日（日） 成田医院 47-0061 
(9AJ f 町）

正曜日 喜多医師会病院 25-0535 
祝日 （ 大州iIIi ) 

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい

救 急 病 院

曜 日 病院名 苧弔 話 I

月・火 大（洲大市、し立 病 院 24-2151 
洲市）

水 加大戸病市 院 24-5101 
（洲）

木～日 大（洲大中洲央市病）院 24-4551 

甘甘甘 日

24 19 11 
日 日 日

程（水） 倹） （木）

大

館i 食

岩 場
谷 谷

公 公
民 民

所館 館

後時午2 午前時11 0 

時

間

こ
ん
な
と
き
こ
そ

検
察
審
査
会
へ

＠
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

交通事故で被害を受けたのに、

加害者は処罰されなかった。つ

甘 甘 甘 日

22 17 17 
日 日 日

程（月） （水） （水）

I 鎚

正 大 場
山 谷
／」ヽ /」ヽ
学 学

所校 校

時分12I0 は時3分1 0 時3分2＼0 は時分10 2 時4分II0 は時2分I 0 

時

間

▽
場
所

▽
相
談
員

委
員

12
月
9
日
因
一
肱
川
町
公
民
館

午
後

1
時
3
0

分
＼

3
時

日

程

一

場

所

時

間

⑥
妊
婦
検
診
・
母
親
学
級

⑥
-
一
一
種
混
合
予
防
接
種
（
第
三
回
）

▽
収
集
地
区

正
山
・
岩
谷
・
予
子
林
地
区
・
上

森
山
・
中
野
（
篠
谷
・
滝
山）

・
鹿

野
川
・
京
造
・
月
野
尾
・
見
の
越

面

■ご
璽
困
國

⑥
行
政
相
談

▽
日
時

12
月

5
日
字

午
前

9
時

1
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

福

田

保

▽
収
集
日

12
月

15
日
向
（
出
す
の

は

12
月

14
日
中
に
）

日
。
日

@
1
2
月
の
不
燃
物
収
集

ま
り
警
察
、
検
察
庁
で
調
べ
を
し
た

が
、
不
起
訴
処
分
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ど
う
し
て
も
な
っ
と
く
で
き
な

い
。
で
も
、
こ
れ
を
だ
れ
に
ど
う
し

て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
か
判
ら
な
い
。

こ
ん
な
と
き
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

検
査
審
査
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
だ
け
で
な
く
、
詐
欺
と

か
、
窃
盗
、
お
ど
し
な
ど
す
べ
て
の

犯
罪
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
費
用

は
一
切
い
ら
ず
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
遠
應
な
く
相
談
（
秘
密
厳
守
・

無
料
）
し
ま
し
ょ
う
。

大
洲
検
察
審
査
会
は
大
洲
市
大
洲

八
四
五
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部

内
（
電
話
大
洲

0
八
九
三
ー
ニ
四
ー

二

0
三
八
）
に
あ
り
ま
す
。

蔦
心
の
ふ
れ
あ
う
年
賀
状

元
旦
の
朝
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら

年
賀
状
を
い
た
だ
く
の
は
楽
し
み
な

も
の
で
す
。
郵
便
局
で
は
年
賀
状
を

元
旦
に
お
届
け
す
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
の
準
備
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

”
お
世
話
に
な
っ
た
あ
の
方
へ
…
…

ご
ぶ
さ
た
し
て
い
る
あ
の
人
へ
年
頭

＿
否
用
犬
回
収

H

-

▽
日
時

12
月

9
日
凶

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

公給領収証を必ず受け取りましょう

公給領収証完全発行強調月間

11月20日～12月19日

皆さんが、料理店・バー・キャバレー・飲食

店・旅館等で遊興、飲食、宿泊、休憩などを

され、料金を支払われたときは必ず領収証を

受け取って下さい。

永
年
、
地
域
の
便
利
な
交
通
機
関

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
伊
予

伊
予
鉄
バ
ス

鹿
野
川
ー
内
子
間
が

全
便
運
休
に
な
り
ま
し
た

の
ご
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
＂

お
願
い

◎
年
賀
状
は
な
る
べ
く
十
二
月
二

十
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い

。

◎
あ
て
名
は
く
わ
し
く
番
地
・
肩

書
ま
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
年
賀
扱
い
の
封
筒
や
私
製
は
が

き
な
ど
は
「
年
賀
」
と
朱
書
を
し

て
く
だ
さ
い
。

藤
之
原

臼 汗

石

上
嵯
峨
谷

生
柳

東

修

司

さ

ん

長

男

亮

佑

ち

ゃ

ん

中

野

土

居

隆

さ

ん

二

男

勇

耀

ち

ゃ

ん

鉄
バ
ス
鹿
野
川
ー
内
子
間
は
、
十
一

月
十
六
日
か
ら
全
便
運
休
と
な
り
ま

し
た
。こ

の
路
線
は
昭
和
二
十
四
年
七
月

か
ら
運
行
を
開
始
、
一
時
は
五
往
復

の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

三
便
と
な
り
、
う
ち
二
便
は
昭
和
三

十
七
年
十
月
か
ら
通
学
便
を
か
ね
て

中
居
谷
弁
天
回
り
で
運
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

さ

ら

に

利
用
客
の
滅
少

か
ら
一
日
二
便
と
な
り
、
今
回
つ
い

に
会
社
の
経
営
合
理
化
計
画
の
一
還

と
し
て
、
全
便
運
休
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

*

＊

＊

＊

*

*

 

＊
 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 

＊
 

*

*

＊

*

*

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 

＊
 

*

＊

*

＊

＊

＊

 

寺

尾

好

子

さ

ん
(76
オ）

高
橋
ク
ニ
ヨ
さ
ん

(91
オ）

竹
内
マ
サ
子
さ
ん

(75
オ）

正
阿
弥
イ
ツ
ヨ
さ
ん

(81
オ）


